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事業活動の継続と従業員の
安全確保
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2019 年 12 月に中国湖北省武漢市で病因
不明の肺炎として検出された新型コロナウイ
ルス感染症は、瞬く間に世界中に拡散し、
2020 年 9 月末時点の感染者数は 3,000 万人
を超え、死者数は 100 万人に達しました。
人類と感染症との闘いは、古くは 14 世紀の
ペストや 1918 年にヨーロッパで猛威を振
るったスペインインフルエンザなどが知られ
ています。2000 年代に入ってからは SARS、
MARS、新型インフルエンザなど 5 年間隔で
パンデミックは発生していますが、多くの企
業が対岸の火事として捉え、十分な備えが出
来ていなかったと考えます。加えて、新型コ
ロナウイルス感染症の危機管理は、これまで
の単発的で局地的に発生する地震・豪雨災害
とは異なり、連続的かつ長期的な対応が求め
られています。当社の危機管理対応も中国、
日本、欧州、北米と次々と感染拡大していく
なかで綱渡り状態でした。

当社の社会的使命は、生命関連物質である
医薬品の安定供給です。しかし、人との接触
を避けるという感染防止策と事業継続に向け
た研究、生産活動は、長期間において通常は
両立しません。幸いにも、様々なリスクに対
応するために平時から原薬（医薬品の原料）

で 1 年分、製品にて 6 カ月分以上の在庫を
保管しており、医薬品の安定供給を継続する
ことができています。加えて、従業員とその
家族の健康安全を第一義として、マスクや消
毒液の配備、研究所・生産工場においては厳
格な入退管理体制を敷き、従業員および家族
の健康管理を徹底的に行いました。その結果、
従業員とその家族を感染から守り、クラス
ター発生を阻止してきました。

新型コロナウイルス感染症との闘いは、い
ずれ収束すると信じますが、従業員の安全確
保に立脚した事業継続は、デジタルトランス
フォーメーション（DX）の取り組みにより
大きく変革しようとしています。本社の間接
部門では、Teams などの普及により、働く
場所や時間に縛られない、新たなワーキング
スタイルへの変換が加速しています。また、
研 究 所 や 工 場 に お い て も RPA（Robotic 
Process Automation）によるスマートマニュ
ファクチャリングや AI による実験解析など、
直接業務の自動化への取り組みを加速し、感
染期においても安全を確保できる体制を目指
して動き出しました。

これからも従業員の安全を最優先として、
企業の使命を果たしてまいります。
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